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論文内容の要旨
【U的】心機能低ド症例において、左心室収納能と運動能力は相闘しないとする報告が多いc 一方、左心
事拡張能と運動能力の関係については相関関係を認める報告が散見される c 左室拡張能は近年、心エコー
ドプラ法により簡便に測定することが吋能となり、心疾患患者においても非侵襲的に求めることができる。
軒度心機能低下症例において、心エコードプラ法から求めた点室拡張能の指標と、心肺運動負荷試験から
求めた運動能力の指憾との相関関係を検討したc
【方法】発症後6ヶ月から i年の陳IU性心筋梗塞患者44OlJCNYIIA分頒 I-II度)において、エルコーメー
タによる広候限界性の心肺運動負荷試験を行~'，呼気ガス分析ーから、運動能力の指標である最高酸素摂取
量 (pcakVo，，)と無酸素代謝関値 (anaerobiclhrcshold; AT)を測定した。また、心エコー阿検査に
より左右収縮能と拡張能の指標を求め、これらと運動能力との相関関係を検討した。
【結果】左室流入血流速波の拡張早期波最大流速 (E) と心房収縮期波最大流速 (A) の比 CE/A) は
peak V02と相関関係がみられた (R-O.72)。日波減速時間 (decelerationtime; Dct) とpeakV02及び
八Tとの聞には負の相関関係があった(それぞれR=-O.65、R=-0.62)。肺静脈血流速肢の収縮期/1慣行性
血流 (8)と拡張朗1[自行性血流(1))の比 (S/])) ~ipeak Vo~ と負の相関関係があった (H= 0.58)。左
室駆1.1率 (EF)は、運動能力との相関関係はみられなかった。
【粘語】心エコードプラ法から求められる左室拡張能の指標のうちE/A、Dct、S/Dは、陳旧性心筋梗塞に
よる軽度心機能障者例において、運動能力と相関関係が見られた。これらの結束から、芹.室拡張能は心機
能障害例の運動耐容能に関連していると考えられ、予後の予測・治療効果の判定などに有崩であると考え
られる。
論文審査の結果の要旨
運動耐容能の低下は、心機能低下症例においてもっとも一般的な主訴であり、 QOLに直結するものであ
る。心機能低下の程度と運動耐存能の関連についての研究においては、左心室収縮能と運動能力は相関し
ないとする報告が多L、。 ー方、左心室拡張能と運動能力の関係については相関関係を認める報告が近年増
加している。左安拡張能は、心エコードプラ法により簡便に測定することがロJ能となり、心疾患患者にお
いても非侵襲的に求めることができるじ本研究は、軽度心機能低下症例において、心エコードプラ法から
求めた左宝拡張能の指標と、心肺運動負荷試験から求めた運動能力の指標との相関関係を検討したもので
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ある。
本研究では、発注後6ヵ月から 1年の陳旧性心筋梗塞患者44例 (NYHA分類 1'"目度)において、エ
ルゴメータによる症候限界性の心肺運動負荷試験を行い、呼気ガス分析から連動能力の指揮、である最高厳
素摂取量 (poakV02)と無酸素代書j関前 Canaerobicthreshold; AT)を測定した。また、心エコー凶
検査により左室収縮能と拡張能の指標を求め、これらと運動能力との相関関係を検討した。左室流入血流
速波の拡張早期波最大流速(ぬと心回収縮期波最大流速 (A)の比(日IA)はpeakV02と相関関係がみ
られた (R=O.72)oE波減辿時間 (decelerationtime; Dct)とpeakV02及びATとの間には負の相関関
係があった(それぞれR=-0.65、R=--0.62)。肺静脈血流速被の収縮期/1闘行性刷流 (8)と拡張期/1凶行性
血流 (D)の比 CS/D)はpeakV02と負の相関関係があった (R=-O.58)o-hで左室J収縮能の指標であ
る左室駆出率 (EF)は、運動能力との相関関係はみられなかった。
このように、本研究において、心エコードプラ法から求められるんー室拡張能の指標のうちE/A、Dct、
S/Dは、陳旧性心筋憤塞による軽度心機能低ド症例の運動能力と相闘関係が見られた。これらの結果から、
左室拡張能は心機能低下症例の運動耐容能に関連していると考えられ、予後の予測・治煉効果の'1;1定など
に心エコードプラ法による左宝拡張能の評価は有用であると考えられた。
よって、本研究者は、博士(医学)の竿位を授与されるに値するものと認められた。
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